
あさはたおさんぽ観察会企画書 

2026年 4月 10日 

企画者：竹内 佐枝子 
 

開催日       2026 年 4 月 12 日（日） 時間 10：00～11：30 定 員 20 人 
場 所 あさはた緑地公園 対象 どなたでも 参加費 300 円(3 歳以上) 

 
タイトル お散歩しながら野の花でお弁当を作ろう 
目 的 あさはた緑地の春をみつけながら、草花を通して自然に親しむ 

野の花を摘むことによって植物を五感で味わう 
内 容 野原を歩いて散歩しながら野の花や虫を探して春を見つける。みつけた春の野の花を

竹のお弁当箱つめることによって、自然や季節を感じる。 
スタッフ リーダー：竹内、サブリーダー：村松 

石上・栗山・久保田・小池・松浦・青木・吉田 
準備する物 竹のお弁当箱（谷津山再生協議会）、釣銭（村松）、冊子（村松）、缶バッチ（竹内） 

ウェットランドクラブの旗（石上）、植物に関する書籍（栗山、村松）、 
剪定ばさみ（栗山）、子供用はさみ（竹内）、お弁当名札（栗山）、マジック（栗山）、 
作品を置く布（栗山）、リボン・麻ひも（竹内）、ミニピクニックシート（栗山）、 
ビニール袋（竹内） 

下 見 全体下見：当日（9：00～9：30）※前日までに各自で下見をしておくこと 
協賛団体等 谷津山再生協議会 

 
日程 

時 間 活動内容 

9：00 
9：30 
9；45 
 
10：00 
10：10 
10：20 
10：45 
10：50 
 
 
11：15 
11：25 
11：30 
 

・スタッフ集合 
・スタッフ打ち合わせ 
・受付（会議室）、ミニピクニックシート、

椅子を並べる 
・あいさつ、注意事項、今日の流れ 
・「じっちょりんのあるくみち」絵本 
・春の草花を観察、採集しながらおさんぽ 
・体験農園で竹のお弁当箱を配る 
・体験農園で野の花でお弁当作り 
・お弁当に名前を付ける 
・箸や箸置きも作る。 
・お弁当鑑賞会 
・植物に関する書籍の紹介 
・終了 
※雨の場合は、外で採集後会議室にてお弁

当の作成 

・コースの下見、箸・作品例の作成 
・おさんぽ観察会の流れについて 
・参加費徴収・缶バッチ・冊子の配布、 
本の紹介（当日担当決定） 

・あいさつ・スタッフ紹介（石上） 
・今日の流れ・絵本（竹内） 
・冊子の花や食べられる植物の紹介 
・竹林の話（谷津山再生協議会・竹内） 
・おはしの枝など必要な時には、スタッフが

剪定ばさみで切る 
・名札、マジックを配り、記入後お弁当と一

緒に並べる 
・お弁当鑑賞会・本の紹介（村松） 
・終了後スタッフ振り返り 

 



あさはたおさんぽ観察会報告書 

2026年 5月 4日 

報告者：竹内 佐枝子 
 
開催日 2026 年 4 月 12 日   10 時 00 分～ 11 時 30 分 天気  晴れ 
タイトル お散歩しながら野の花でお弁当を作ろう 
参加者 大人 8 人  子ども 10 人  【合計 18 人】 参加費合計 300 円 

スタッフ リーダー：竹内、サブリーダー：村松 
石上、松浦、小池、栗山、久保田、吉田、青木 

 
感想  （あれば写真添付） 
・事故もなく満足度も高くすごく良かった。 
・参加者が楽しめている姿があって大成功だった。 
・どうやったら「あさはた緑地で春みっけ」の冊子を上手に活用できるか検討が必要。 

・集まった人によって効果的な使い方が変わると思う。 
・植物の名前にはこだわらず、いろいろな植物が生育し、それぞれ形が違うことを知ってもらう 
手立てになればよいと思う。 

・初めに紹介したことで参加者それぞれが冊子を活用してくれてたと思う。 
・カラー化しないのはコスト重視や終わってから冊子に色を塗ってもらいたいから。 
（年度末に余ったらカラー印刷しては？） 

・前回のおさんぽ観察会で駐車場の活用がうまくできなかったため、今回は参加者が集まった時点 
で駐車場係に連絡がいき、駐車場の有効活用ができてよかった。 

・花が豊富な日に開催できてよかった 
・花・虫が多く、各々が楽しめる形でよかった 
・お弁当にお花を摘んで、詰めるとき、参加者の行動エリアが小さく済んでコンパクトだった。 
・おさんぽが広がり過ぎずにまとまって動けた。 
・竹のお弁当箱を配る際、竹の話でグっと引き寄せられたことが、広がらない結果につながった 
のではないかと思われる。 

・集団でまとまって動くには移動しますよと声掛けするので、その場で楽しんでいることを止めて 
しまうデメリットもある。 

・本の紹介について 
・屋外で本を見るのは反射や実物の魅力で落ち着いて見れなかった可能性がある。 
・親御さんの参考になるようにしたいと思っている 
・現物主義を大切にしたいため、本はサブ（朝に見せたのはよかったかも） 
・導入部の読み聞かせで、かいつまんだ読み聞かせはよかった（子供たちに飽きさせない工夫） 
・最後の本の紹介で興味を向けられなかった。終わってから本を見る参加者がいなかった。 
・完成した竹の弁当エリアを広げた場所と本紹介エリアが遠かった？ 
・写真撮影→本の紹介の順にするとよい？観察会が終わった後も本の鑑賞ができる。 

 



感想  （あれば写真添付） 
・はじまりの絵本の読み聞かせのとき、椅子ではなく敷物の活用したのはよかった。 
・スタッフや参加者の識別について 
・黄色のスタッフ衣装を全員が着ていたので識別しやすくよかった。 
・缶バッチを最初に配布し参加者に着けてもらったことで、早めに参加者の顔を覚えられた。 

・参加者からのフィードバックについて 
・アンケートや感想カードができるとよい。 

・できたお弁当の鑑賞をしたとき、摘んできた植物の名前等を紹介しようとしたが、難しかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


